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研
究
ノ
ー
トバ
ロ
ッ
ク
絵
画
研
究
に
お
け
る
、

フ
ラ
ン
ス
の
新
世
代
の
研
究
者
た
ち

ジ
ャ
ッ
ク
・
テ
ュ
イ
リ
エ
教
授
の
逝
去

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
名
誉
教
授
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
テ
ュ
イ
リ
エ

(
J
.
 
T
H
U
I
L
L
I
E
R
)
 
氏
(
-
九
二
八
ー
ニ

0
-
一
年
）

が
逝
去
さ
れ
た
。

1
0
月
中
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
二

O

一
年
七
月
末
に
行
っ
た
、

神
戸
大
学
の
集
中
講
義
に
お
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
美
術
史
の
恨
界
に
大

き
な
影
曹
を
残
し
た
テ
ュ
イ
リ
エ
教
授
の
方
法
に
つ
い
て
も
触
れ
る
機
会
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
拙
著
『
西
洋
近
代
美
術
史
の
見
方
・
学
び
方
』

（二

0
-

―

年
、
左
右
社
、
放
送
大
学
叢
書
、
補
逍

l
)
に
も
紹
介
し
て
い
る
。
箪
者
が

薫
陶
を
得
た
恩
師
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
置
く
と
し
て
、
テ
ュ
イ
リ
エ
教
授

一
九
七

0
年
代
以
降
の
、
フ
ラ
ン
ス
美
術
史
学
に
お
い
て
も
、

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
追
悼
記
事
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

T
r
i
b
u
n
e
 d
e
 l'art
に
、
逝
去
後
早
々
に
掲
載
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
も
、

は
、
と
り
わ
け
、

フ
ラ

ン
ス
美
術
史
研
究
者
の
間
に
は
い
ち
早
く
伝
わ
り
、
哀
悼
と
哀
惜
、
そ
し
て
、

深
い
喪
失
感
に
襲
わ
れ
た
人
は
少
な
く
な
い
。

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
学
芸
部
に
在
籍
し
、
展
覧
会
活
動
を
鋭
意
主
導
し
て
き

木

村

郎

た
多
く
の
学
芸
員
た
ち
が
、
そ
の
都
度
、
分
厚
く
、
学
術
性
高
い
展
覧
会
カ

タ
ロ
グ
を
刊
行
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
「
テ
ュ
イ
リ
エ
の
方
法
」

M
e
t
h
o
d
e
 Thuillier
と
称
さ
れ
る
、
高
度
の
学
術
性
を
生
み
出
す
方
法
を
学

生
時
代
に
学
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
国
際
美
術
史
学
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
美
術
史
学
が
復
典
を
実
現
し
、
光
彩
を
放
ち
、
ま
た
、

歴
史
実
証
主
義
の
美
術
史
学
が
、
情
報
科
学
、
そ
し
て
栂
物
館
学
と
相
携
え
て
、

学
術
（
シ
ア
ン
ス
）
と
し
て
の
人
文
科
学
を
先
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
一
方
で
、

テ
ュ
イ
リ
エ
教
授
の
学
間
上
の
足
跡
は
、
極
め
て
保
守
的
な

古
文
書
研
究
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る

（
代
表
作
1
9
6
0
,

A
c
t
e
s
 d
u
 C
o
l
l
o
q
u
e
 

フ
ラ
ン
ス
実
証
主
義
歴
史
学
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
手
法
に
忠

実
に
、
国
立
古
文
書
館
、
国
立
図
書
館
等
に
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
を
発
掘

し
た
。
そ
の
解
読
と
紹
介
を
基
礎
に
画
家
を
論
じ
る
手
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

P
o
u
s
s
i
n
)
。

最
も
力
を
注
い
だ
。
フ
ッ
サ
ン
研
究

(
1
9
7
4
;
 1
9
9
4
,
 
F
l
a
m
m
a
r
i
o
n
)

に
結
晶

一
方
で
、
名
前
は
知
ら
れ
て
い
た
が
絵
画
制
作
の
実
態
が
よ
く
わ

し
て
い
る
。

か
ら
な
か
っ
た
十
七
世
紀
の
画
家
た
ち

(
1
9
7
8

L
e
 N
 ai
n
 ;
 
1
9
8
2
 
L
o
r
r
a
i
n
 ;
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1
9
8
8
,
 L
a
 H
y
r
e
 ;
 
1
9
9
0
 ,
 91
 V
o
u
e
t
 ;
 
2
0
0
0
,
 B
o
u
r
d
o
n
 ;
 
2
0
0
2
,
 B
a
u
g
i
n
;
 2
0
0
6
 

の
蘇
生
を
、
展
覧
会
を
契
機
に
試
た
努
力
と
そ
の
成
果
は
大
き
な
意

Stella) 

味
を
持
っ
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
先
導
者
へ
の
哀
悼
の
意
味
を
込
め
つ
つ
、

一
方
で
、

テ
ュ

イ
リ
エ
教
授
に
学
ん
だ
新
世
代
の
近
年
の
研
究
動
向
を
、
や
や
曖
昧
で
は
あ
る

が
、
還
暦
の
前
後
に
い
る
そ
の
中
間
の
世
代
の
業
績
と
比
較
し
つ
つ
、
素
描
し

て
み
た
い
と
思
う
。

フ
ラ
ン
ス
美
術
史
学
の
動
向

A
 
カ
タ
ロ
グ
美
術
史
・
・
・
美
術
館
収
蔵
絵
画
作
品
目
録

テ
ュ
イ
リ
エ
教
授
と
多
く
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
を
実
現
し
、
ま
た
カ
タ
ロ
グ

を
執
筆
し
て
来
た
、
そ
の
盟
友
と
も
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
ー

ザ
ン
ベ
ー
ル

（
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
名
誉
館
長
）

は
、
変
わ
ら
ず
、
活
発
な
研
究

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

近
年
も
、

2
0
1
0
 R
O
S
E
N
B
E
R
G
 (P.), Pierre J
e
a
n
 Mariette, c
a
t
a
l
o
g
u
e
 raisonne, 

M. E
l
e
c
t
a
 

を
上
梓
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、

一
年
秋
に
は
、

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
で
、

―1
0
 

批
評
家
で
あ
り
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
、

こ
の
マ
リ
エ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
展

言三

覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
な
お
、
健
在
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

①
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
目
録

こ
こ
で
、

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
収
蔵
作
品

H
録
に
つ
い
て
の
近
年
の
刊
行
状
況

フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
に
つ
い
て
で
あ
る
。

を
一
瞥
し
た
い
と
思
う
。
先
ず
、

フ
ラ

ン
ド
ル
か
ら
始
め
る
の
は
、

フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
部
門
の
責
任
者
と
し
て
、
研
究

ロ
ー
ザ
ン

活
動
を
主
導
し
て
き
た
主
任
研
究
官
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
フ
カ
ー
ル
が
、

ベ
ー
ル
と
同
様
、
退
官
し
た
後
も
旺
盛
な
研
究
を
継
続
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
カ
ー
ル
は
、
そ
の
壮
年
時
代
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ン
・
ド
・
ラ
ヴ
ェ

ち
な
み
に
、

ル
ニ
ェ
等
と
と
も
に
、
次
の
目
録
を
刊
行
し
て
い
る
。

1
9
7
9
 
F
O
U
C
A
R
T
 (J.), 
B
R
E
J
O
N
 D
E
 L
A
V
R
G
N
E
E
 

e
t
 

(A.) 

R
E
Y
N
A
R
D
 (N.), E
c
o
l
e
s
 f
l
a
m
a
n
d
e
 et 
h
o
l
l
a
n
d
a
i
s
e
,
 c
a
t
a
l
o
g
u
e
 

s
o
m
m
a
i
r
e
 illustre d
e
s
 p
e
i
n
t
u
r
e
s
 d
u
 M
u
s
e
e
 d
u
 Lo
u
v
r
e
,
 I
,
 

R
 ̀
マ
i
N
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こ
の
時
期
以
降
、

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
絵
画
部
門
を
担
う
こ
と
と
な
る
前
二
者

が
加
わ
っ
た
共
著
と
し
て
書
か
れ
た
こ
の
目
録
は
、
学
術
性
か
ら
見
て
画
期
的

な
仕
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
タ
イ
ト
ル
に

s
o
m
m
a
i
r
e
と
い
う

語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
図
版
、
作
品
デ
ー
タ
、
来
歴
、
そ
し
て
主
要
先
行
日

録
、
と
い
っ
た
デ
ー
タ
だ
け
が
簡
単
に
書
き
込
ま
れ
た
、
敢
え
て
言
え
ば
簡
略

版
で
あ
っ
た
。

そ
の
フ
カ
ー
ル
が
、
ち
ょ
う
ど
三
十
年
を
経
た
二

0
0
九
年
に
、
夫
人
の
支

援
の
も
と
に
、

フ
ラ
ド
ル
絵
画
に
つ
い
て
の
目
録
を
一
新
す
る
、
詳
細
な
収
蔵

作
品

H
録
を
刊
行
し
た
。



2
0
0
9
 F
O
U
C
A
R
T
 (J.), 
C
a
t
a
l
o
g
u
e
 d
e
s
 p
e
i
n
t
u
r
e
s
 f
l
a
m
a
n
d
e
s
 et 

h
o
l
l
a
n
d
a
i
s
e
s
 d
u
 M
u
s
e
e
 d
u
 L
o
u
v
r
e
,
 c
o
o
r
d
i
n
a
t
i
o
n
 editoriale p
a
r
 

F
O
U
C
A
R
T
 ,
 
W
A
L
T
E
R
 (E.), G
a
l
l
i
m
a
r
d
 

三
十
年
と
い
う
熟
成
期
間
を
持
っ
た
今
回
の

H
録
は
、
大
幅
な
改
訂
と
面
目

を
一
新
し
た
内
容
を
誇
っ
て
い
る
。
内
容
も
、
画
期
的
な
方
法
を
採
用
し
て
お

そ
こ
に
は
、
次
に
具
体
的
に
紹
介
す
る
ロ
ワ
ー
ル
の

H
録
と
同
じ
く
、
各

作
品
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
の
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
。

りヽ②
イ
タ
リ
ア
絵
画
目
録

一
九
八
一
年
と
一
九
八
八
年
に
、

ブ
ル
ジ
ョ
ン
・
ド
・
ラ
ヴ
ェ
ル
ニ
ェ
が
中
心
と
な
っ
て
纏
め
た
次
の

H
録
が
そ

の
基
準
と
な
っ
て
い
た
。

イ
タ
リ
ア
絵
画
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、

1
9
8
1
 
B
R
E
J
O
N
 D
E
 L
A
V
E
R
G
N
E
E
 (A.) 
e
t
 T
H
I
E
B
A
U
T
 (D.) 

(coordination), Italie, 
E
s
p
a
g
n
e
,
 A
l
l
e
m
a
g
n
e
,
 G
r
a
n
d
e
 ,
 
B
r
e
t
a
g
n
e
 et 

divers, 
c
a
t
a
l
o
g
u
e
 s
o
m
m
a
i
r
e
 illustre d
e
s
 p
e
i
n
t
u
r
e
s
 d
u
 M
u
s
e
e
 d
u
 

L
o
u
v
r
e
,
 II, R
M
N
 

1
9
8
8
 
B
R
E
J
O
N
 D
E
 L
A
V
E
R
G
N
E
E
 （
A
.
)
,
 e
t
 V
O
L
L
E
 (N.), 

c
o
o
r
d
i
n
a
t
i
o
n
 p
a
r
 M
E
N
E
G
A
U
X
 (O.), M
u
s
e
e
s
 d
e
 F
r
a
n
c
e
 :
 repertoire 

d
e
s
 p
e
i
n
t
u
r
e
s
 italiennes d
u
 X
V
I
I
e
 siecle, R
M
N
 

そ
の
後
、

ブ
ル
ジ
ョ
ン
・
ド
・
ラ
ヴ
ェ
ル
ニ
ェ
が
、

リ
ー
ル
美
術
館
館
長

に
転
出
し
、

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
を
離
れ
て
以
降
、

そ
の
中
心
的
な
役
割
を
引

き
継
い
だ
の
が
、

最
も
精
力
的
な
仕
事
を
し
て
い
る
主
任
研
究
官
の
一
人
で
あ
る
。

ス
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ワ
ー
ル
で
あ
る
。

ロ
ワ
ー
ル
は
、

現
在
、

以
下
に
、

一
九
九
六
年
以
降
、
彼
が
関
わ
っ
た
同
美
術
館
収
蔵
作
品
目
録
を
列
記
す
る
。

1
9
9
6
 L
O
I
R
E
 (S.), M
u
s
e
e
 d
u
 L
o
u
v
r
e
,
 d
e
p
a
r
t
e
m
e
n
t
 d
e
s
 peintures, 

ecole italienne, X
V
I
I
e
 siecle; 1
.
 
B
o
l
o
g
n
e
,
 R
M
N
 

ロ
ワ
ー
ル
の
最
も
専
門
と
す
る
地
域
で
あ
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
派

本
カ
タ
ロ
グ
は
、

の
絵
画
目
録
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
切
り
離
さ
れ
た
、
イ
タ
リ
ア
の
他
の
地
域
で

あ
る
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
、

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
、

ロ
ー

ナ
ポ
リ
、

マ、

ヴ
ェ
ネ
ツ
イ
ア
各
派
の
絵
画
に
つ
い
て
は
、
更
に
十
年
の
歳
月
を
費
や
し

て
、
次
の
労
作
へ
と
発
展
す
る
。

2
0
0
6
 L
O
I
R
E
 (S.), P
e
i
n
t
u
r
e
s
 italiennes d
u
 X
V
I
I
e
 siecle d
u
 m
u
s
e
e
 

d
u
 L
o
u
v
r
e
 :
 Florence, 
G
翌
es,
L
o
m
b
a
r
d
i
e
,
 N
a
p
l
e
s
,
 R
o
m
e
 et Venise, 

G
a
l
l
i
m
a
r
d
 

フ
カ
ー
ル
夫
妻
の
目
録
と
並
ん
で
、

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
収
蔵
作
品
に
絞
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

画
史
の
先
行
研
究
を
網
羅
的
に
咀
哨
し
、
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
規
模
、
内

容
の
芳
醇
さ
か
ら
見
て
圧
倒
的
な
水
準
で
あ
る
。
「
カ
タ
ロ
グ
美
術
史
の
勝
利
」

先
に
指
摘
し
た
、

以
上
二
点
の

H
録

イ
タ
リ
ア
絵

ょ、
●

-
1
 

と
い
う
言
薬
を
使
い
た
く
な
る
程
の
出
来
映
え
で
あ
り
、

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
絵

画
資
料
室

(Service
d
'
e
t
u
d
e
 et d
e
 d
o
c
u
m
e
n
t
a
t
i
o
n
 d
u
 d
e
p
a
r
t
e
m
e
n
t
 

d
e
s
 p
e
i
n
t
u
r
e
s
,
 M
u
s
e
e
 d
u
 L
o
u
v
r
e
)
 
の
、
資
料
管
理
シ
ス
テ
ム
が
可
能
な
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ら
し
め
た
果
実
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
詳
細
な
目
録
と
は
別
に
、
次
の
簡
略
版
も

刊
行
さ
れ
た
。

2
0
0
7
 
L
O
I
R
E
 (S.), 
H
A
B
E
R
T
 

e
t
 

(
J
.
)
,
 
S
C
A
I
L
L
I
E
R
E
 N
 
(
C
.
)
 

T
H
I
E
B
A
U
T
 (D.), C
a
t
a
l
o
g
u
e
 d
e
s
 p
e
i
n
t
u
r
e
s
 italiennes d
u
 M
u
s
e
e
 

d
u
 L
o
u
v
r
e
,
 c
a
t
a
l
o
g
u
e
 s
o
m
m
a
i
r
e
,
 c
o
o
r
d
i
n
a
t
i
o
n
 p
a
r
 F
O
U
C
A
R
T
'
 

W
A
L
T
E
R
 (E.), G
a
l
l
i
m
a
r
d
 

人
文
科
学
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
史
研
究
は
、

デ
ジ
タ
ル
情
報
の
公
開

の
流
れ
に
連
動
し
て
い
る
。

G
i
c
o
n
d
e
に
よ
る
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
美
術
館
収
蔵

作
品

H
録
の
公
開
、
そ
し
て
、
最
近
稼
働
を
始
め
た
、

の
版
画
室
画
像
情
報
の
公
開
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館

B
・
批
評
史

本
稿
で
は
、
先
ず
、

カ
タ
ロ
グ
美
術
史
の
成
果
に
つ
い
て
の
近
況
報
告
を

行

っ

な
し
か
し
な
が
ら
、

一
方
で
、
そ
う
し
た
成
果
を
可
能
な
ら
し
め
た
、

パ
リ
第
四
大
学
に
お
け
る
カ
タ
ロ
グ
作
成
を
基
本
と
す
る
教
授
法
に
つ
い
て
の

批
判
も
常
に
存
在
し
て
い
た
。
西
欧
に
お
け
る
、
た
と
え
ば
英
米
、
あ
る
い
は

ド
イ
ツ
に
お
け
る
美
術
史
研
究
方
法
の
多
彩
な
展
開
と
そ
の
果
実
を
眺
め
る

と
、
パ
リ
で
は
、
保
守
的
な
カ
タ
ロ
グ
作
成
し
か
教
え
な
い
、
と
い
う
指
摘
は

一
九
七

0
年
代
以
降
、
常
に
つ
い
て
回
っ
て
来
た
見
解
で
あ
る
。
現
在
も
、

(R. C
H
A
R
T
I
E
R
)

を
箪
頭
に
し
て
、

ジ
ェ
・
シ
ャ
ル
テ
ィ
エ

パ
リ
の
ア
ナ

ル
派
の
方
法
が
人
文
科
学
に
も
た
ら
し
続
け
て
い
る
成
果
に
も
、
ど
こ
か
醒
め

て
い
る
そ
の
態
度
に
は
、
厳
し
い
言
説
が
生
ま
れ
て
も
仕
方
が
な
か
っ
た
と
も

い
え
る
。
そ
う
し
た
潮
流
に
敏
感
で
あ
っ
た
パ
リ
大
学
の
新
世
代
の
教
授
の
ア

ラ
ン
・
メ
ロ
は
、

カ
タ
ロ
グ
美
術
史
の
基
礎
的
な
方
法
を
前
提
と
し
な
が
ら
、

新
し
い
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

1
9
9
6
 
M
E
R
O
T
 (A.), 
L
e
s
 c
o
n
f
i
翌
n
c
e
s
d
e
 l
'
A
c
a
d
e
m
i
e
 r
o
y
a
l
e
 

d
e
 p
e
i
n
t
u
r
e
 et 
d
e
 s
c
u
l
p
t
u
r
e
 a
u
 X
V
I
I
e
 siecle, 
E
c
o
l
e
 n
a
t
i
o
n
a
l
e
 

s
u
p
e
r
i
e
u
r
e
 d
e
s
 b
e
a
u
x
 ,
 
arts, Coll. B
e
a
u
x
 ,
 
arts histoire 

メ
ロ
教
授
も
、
画
家
ル
・
シ
ュ
ウ
ー
ル
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
作
成

(
1
9
8
7
;

2
0
0
0
,
 L
e
 S
u
e
u
r
)
で
自
分
の
研
究
者
と
し
て
の
惟
界
を
確
立
し
た
人
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
方
向
は
、
多
彩
で
あ
り
、
本
書
は
、
王
立
絵
画
彫

刻
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
講
演
録
を
批
評
史
的
に
扱
っ
て
い
る
。

2
0
0
7
 M
E
R
O
T
 (A.), G
e
n
e
a
l
o
g
i
e
s
 d
u
 b
a
r
o
q
u
e
,
 G
a
l
l
i
m
a
r
d
 

こ
の
研
究
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
方
法
も
意
識
し
た
、

b
a
r
o
q
u
e
と
い
う
語
と

そ
の
意
味
の
広
が
り
を
批
評
史
の
視
座
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
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2
0
0
9
 M
E
R
O
T
 (A.), D
u
 pa
y
s
a
g
e
 e
n
 p
e
i
n
t
u
r
e
 :
 da
n
s
 [
'
O
c
c
i
d
e
n
t
 

m
o
d
e
r
n
e
,
 G
a
l
l
i
m
a
r
d
 

古
代
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
風
景
画
論
を
展
開
し
て
い
る
近
年

の
著
作
で
あ
る
。

ロ

c
 宗
教
絵
画
史

フ
ラ
ン
ス
十
七
世
紀
研
究
で
は
、

一
方
で
、

マ
ル
ク
・
フ
ュ
マ
ロ
リ

(
M
.
 F
U
M
A
R
O
L
I
)
 
（
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
名
誉
教
授
）

の
存
在



が
厳
然
た
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

几
来
が
文
学
者
で
あ
る
フ
ュ
マ
ロ
リ
は
、

L
'
A
g
e
 d
e
 [
'
E
l
o
q
u
e
n
c
e
 
(
2
0
0
1
,
 
D
r
o
z
で
再
版
）

を
は
じ
め
と
す
る
修
辞
学

を
中
心
と
し
た
文
学
史
家
と
し
て
の
業
績
を
骨
格
に
、

通
常
の
美
術
史
家
に
は

な
し
得
な
い
研
究
を
該
博
な
教
養
を
背
景
に
展
開
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

そ

の
影
響
卜
か
ら
生
ま
れ
た
、

フ
ュ
マ
ロ
リ
が
、

新
世
代
の
研
究
者
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
う
。

イ
エ
ズ
ス
会
の
宗
教
図
像
論
の
先
導
者
で
あ
っ
た
と
い
う
事

実
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
、

(L. 
R
E
A
U
)
 
の
キ
リ
ス
ト
図
像

ル
イ
・
レ
オ

学
研
究

(
1
9
5
5
-
5
9
)
 

以
降
、

沈
滞
し
て
い
た
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
新
し
い
血
が

流
れ
込
ん
で
い
る
。

シ
ョ
ネ
、

そ
し
て
、

[
6
)
 

績
で
あ
る
。
代
表
的
な
文
献
だ
け
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

リ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
、

ク
ジ
ニ
エ
の
業

1
9
9
2
 C
R
O
N
E
 (P.), E
m
b
l
e
m
e
s
 et p
e
n
s
e
e
 s
y
m
b
o
l
i
q
u
e
 e
n
 L
o
r
r
a
i
n
e
,
 

K
l
i
n
c
k
s
i
e
c
k
 

ロ
レ
ー
ヌ
地
方
の
寓
意
図
像
集
の
分
析
を
軸
に
論
じ
た
該
博
な
図
書

1
9
9
8
 R
I
C
H
E
F
O
R
T
 (I.）
 
,
 

P
e
i
n
t
r
e
 a
 
P
a
r
i
s
 a
u
 X
V
I
I
e
 siecle, 
I
m
a
g
o
 

シ
ュ
ナ
ペ
ー
ル
の
ゼ
ミ
で
学
ん
だ
、
社
会
史
的
な
視
点
を
軸
に
し
た
労
作
で
あ

る。
2
0
0
7
 C
O
U
S
I
N
I
E
 
(F.), I
m
a
g
e
s
 et m
e
d
i
t
a
t
i
o
n
 a
u
 X
V
/
l
e
 siecle, 
Coll. 

A
r
t
 &
 So
c
i
e
t
e
,
 P
r
e
s
s
e
s
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
a
i
r
e
s
 d
e
 R
e
n
n
e
s
 

フ
ュ
マ
ロ
リ
の
弟
子
筋
の
仕
事
で
は
な
い
が
、

学
分
析
に
詳
し
い
労
作
で
あ
る
。

そ
の
影
響
下
に
生
ま
れ
た
、

神

こ
の
小
論
は
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
バ
ロ
ッ
ク
絵
画
研
究
に
つ
い
て
の
、

―
つ
の
見
取
り
図
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、

フ
ラ
ン
ス
美

術
史
学
が
、

土
寸
こ
、

4
9
 こ
の
時
代
に
つ
い
て
の
研
究
の
場
合
、

一
九
七

0
年
代
以

降、

カ
タ
ロ
グ
美
術
史
の
方
法
を
エ
ン
ジ
ン
に
し
て
、

本
論
は
、

発
展
を
し
て
来
た
こ
と

は
事
実
で
あ
り
、

―1
0
 
一
年
に
お
け
る
そ
の
状
況
へ
の
解
説
で
あ

る
。
今
後
、

こ
の
時
代
の
絵
画
を
研
究
し
、

ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
留
学
を
考

え
る
学
生
諸
社
た
ち
へ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

註(
l
)
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
l
a
t
r
i
b
u
n
e
d
e
l
a
r
t
.
c
o
m
/
d
i
s
p
a
r
i
t
i
o
n
 ,
 
d
e
'
j
a
c
q
u
e
s
 ,
 
thuillier ,
 

article003316.html 

2
 
ロ
ー
ザ
ン
ベ
ー
ル
は
、
現
在
、
画
家
プ
ッ
サ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
作
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
仄
聞
し
て
い
る
。
以
下
、
大
家
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
最
近
作
の
み
を
指
摘
す
る
。

(
3
 
こ
の
一
九
八
八
年
に
は
、
翌
年
ま
で
、
展
覧
会
『
イ
タ
リ
ア
十
七
世
紀
絵
画
展
』
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
展
覧
会
の
責
任
者
を
務
め
た
の
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ン
・
ド
・
ラ
ヴ
ェ
ル
ニ
ェ

で
あ
っ
た
。

1988 ,
 
89 P
A
R
I
S
 :
 Expo. Seicento, 
le 
siecle d
e
 C
a
r
a
v
a
g
e
 d
a
n
s
 les 
collections 

franr;aises ,
 
G
r
a
n
d
 Palais, R
M
N
,
 et le 
G
r
o
u
p
e
 Fiat 

な
お
、
美
術
館
収
蔵
目
録
が
、
論
文
集
的
な
性
格
を
強
く
し
て
い
る
傾
向
は
、
以
下
の
オ

ラ
ン
ダ
絵
画
に
関
す
る
業
績
に
も
共
通
し
て
い
る
。

2007 B
I
K
K
E
R
 (
J
.
)
 

(ed.), D
u
t
c
h
 Paintings of the Seventeenth C
e
n
t
u
r
y
 in 

t
h
e
R
苓
s
m
u
s
e
u
m
A
m
s
t
e
r
d
a
m
,
 Yale University Press, 2
 vol. 
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2
0
0
7
 L
I
E
D
T
K
E
 
(W. A.), D
u
t
c
h
 P
a
i
n
t
i
n
g
s
 i
n
 t
h
e
 M
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n
 M
u
s
e
u
m
 o
f
 

Art, Y
a
l
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s
 

(
4
)
 
パ
リ
第
四
大
学
で
、
テ
ユ
ィ
リ
エ
教
授
の
後
任
と
し
て
着
任
し
た
シ
ュ
ナ
ッ
ペ
ー
ル
教
授

が
、
ジ
ュ
ヴ
ネ
や
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
カ
タ
ロ
グ
形
式
で
刊
行
し
た

後
に
、

1
9
8
8
L
e
 g
e
a
n
t
,
 la licorne et la t
u
l
i
p
e
;
 1
9
9
4
 C
u
r
i
e
u
x
 d
u
 g
r
a
n
d
 siecle 

(
2
0
0
5
,
 
F
l
a
m
m
a
r
i
o
n
,
 C
h
a
m
p
s
,
 ペ
イ
パ
ー
・
バ
ッ
ク
ス
の
改
訂
版
）
を
刊
行
し
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
癌
の
た
め
に
逝
去
す
る
直
前
に
校
了
し
た
仕
事
で
あ
る
と
、

筆
者
が
フ
ュ
マ
ロ
リ
氏
か
ら
聞
い
た
最
晩
年
の
労
作
で
あ
る
。

2
0
0
4
 S
C
H
N
A
P
P
E
R
 (A.), L
e
 m
e
t
i
e
r
 d
e
 p
e
i
n
t
r
e
 a
u
 g
r
a
n
d
 sciecle, 
G
a
l
l
i
m
a
r
d
 

同
教
授
の
業
績
の
紹
介
は
、
わ
が
国
で
は
少
な
い
。
し
か
し
、
邦
訳
の
あ
る
次
の
図
書
は
、

シ
ュ
ナ
ペ
ー
ル
教
授
の
研
究
の
延
長
上
に
あ
る
と
い
え
る
。

1
9
8
7
 P
O
M
I
A
N
 (K.), C
o
l
l
e
c
t
w
n
n
e
u
r
s
,
 a
m
a
t
e
u
r
s
 et 
c
u
r
i
e
u
x
 :
 Paris, Venise, 

邦

訳

．
 

X
V
I
e
 ,
 
X
V
I
I
I
e
 siecle, 
Coll. 
B
i
b
l
i
o
t
h
e
q
u
e
 d
e
s
 histoires, G
a
l
l
i
m
a
r
d
 ;
 

(K.)
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
趣
味
と
好
奇
心
の
歴
史
人
類
学
』

一
九
九
二
年
・
ポ
ミ
ア
ン

吉
田
城
•
吉
田
典
子
訳
、
平
凡
社

(
5
)
 
B
i
b
l
i
o
t
h
e
q
u
e
 n
a
t
i
o
a
l
e
 d
e
 F
r
a
n
c
e
,
 B
a
n
q
u
e
 d
'
i
m
a
g
e
s
 
http://images.bnf.fr/ 

西
洋
版
画
研
究
で
は
、
先
ず
、
こ
の
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
ク
リ
ッ
ク

j
 
sp/index.j s
p
 

す
べ
き
時
代
に
入
っ
た
と
い
え
る
。

(
6
 
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
十
七
世
紀
の
宗
教
図
像
論
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、
拙
著
、
『
ニ
コ
ラ
・

プ
ッ
サ
ン
と
イ
エ
ズ
ス
会
図
像
の
研
究
』
(
―

1
0
0
七
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。
特
に
宗
教
図
像
学
に
特
化
し
た
研
究
で
は
な
く
、
パ
ハ
ト
11

バ
ッ
サ
ー
ニ

に
よ
る
次
の
著
者
は
、
大
き
な
存
在
感
を
持
っ
て
い
る
。
大
学
教
授
の
立
場
に
あ
る
人
物

も
多
く
、
「
新
世
代
」
と
は
言
い
難
い
が
、
こ
こ
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。

1
9
9
2
 P
A
C
H
T
 B
A
S
S
A
N
I
 (P.), V
i
g
n
o
n
,
 1
5
9
3
-
1
6
7
0
,
 A
r
t
h
e
n
a
 

古
文
書
に
よ
る
、
絵
画
を
巡
る
同
時
代
資
料
の
研
究
と
し
て
は
、

2
0
0
1
 S
T
A
N
I
C
 (
M
.
)
,
 J
o
u
r
n
a
l
 d
e
 v
o
y
a
g
e
 d
u
 c
a
v
a
l
i
e
r
 B
e
r
n
i
n
 e
n
 F
r
a
n
c
e
,
 

M
a
c
u
l
a
 

版
画
研
究
で
は
、

1
9
8
6
 G
R
I
V
E
L
 (
M
.
)
,
 L
e
 c
o
m
m
e
r
c
e
 d
e
 l
'
e
s
t
a
m
p
e
 a
 Pa
r
i
s
 a
u
 X
V
I
I
e
 siecle, 

D
r
o
z
,
 Coll. H
i
s
t
o
i
r
e
 et civilisation d
u
 livre, n
o
.
1
6
 

古
典
研
究
に
基
づ
く
図
像
学
研
究
で
は
、

1
9
9
6
 N
A
T
I
V
E
L
 (C.), D
e
 pi
c
t
u
r
a
 v
e
t
e
r
u
m
:
 
(
R
o
t
e
r
o
d
a
m
i
 1
6
9
4
)
,
 F
r
a
n
c
i
s
c
u
s
 

J
u
n
i
u
s
,
 t
r
a
d
u
c
t
i
o
n
 et c
o
m
m
e
n
t
a
i
r
e
 d
u
 livre I, D
r
o
z
 

フ
ラ
ン
ス
十
七
世
紀
に
お
け
る
絵
画
は
、
貴
族
の
パ
リ
の
都
市
住
宅
で
あ
っ
た
邸
宅
の
中
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に
展
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
近
刊
予
定
の
拙
論
「
ラ
・
ヴ
リ
リ
エ
ー
ル
邸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
ロ
ー
マ
古
代
史
を
描
く
歴
史
画
」
『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
』
二

0
-
―
一
年
、
五
五
号
、

を
参
照
さ
れ
た
い
。
）
。
そ
う
し
た
目
配
り
を
し
た
場
合
参
照
せ
ざ
る
を
得
な
い
建
築
史
研

究
に
、
新
世
代
の
目
立
っ
た
研
究
が
あ
る
。
ナ
ン
ト
大
学
教
授
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ガ
デ
ィ

の
研
究
で
あ
る
。
パ
リ
大
学
教
授
、
ク
ロ
ー
ド
・
ミ
ニ
ョ

(
C
.
M
I
G
N
O
T
)
の
ゼ
ミ
で
育
っ

た
世
代
の
代
表
格
の
研
究
者
で
あ
る
。

2
0
1
1
 G
A
D
Y
 (A), L
e
s
 hotels particuliers d
e
 Paris, P
a
r
i
g
r
a
m
m
e
 

木
村
一
孟
一
郎

（
き
む
ら
•
さ
ぶ
ろ
う
）

一
九
七
二
年

東
京
大
学
文
学
部
卒
業

パ
リ
第
W
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了

日
本
大
学
芸
術
学
部
教
授

一
九
八
一
年

現
在


